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無
料
相
談
窓
口
一
覧

消費生活センター（予約先：
市民生活課☎22－1152） 

無料相談窓口一覧（保存用） ※電話でお受けしている相談もあり
　ますので、お問い合わせください。

相談名
市 民

登 記

税 務

行 政

行政手続

消費生活

生活再建

年 金

法 律

心配ごと

権利擁護

心の健康

交 通

母子・父
子・寡婦

家庭児童

医療安全
生活・就
労

女　　性

すこやか
教 育

とき 相談員 ところ

子 ど も
健康教育

労 働

月～金曜日　
９時～17時（予約制）

【電話】①月～金曜日　９時
～18時　②土・日曜日、休日　
９時～17時（第３日曜日、年
末年始を除く）

月・火・木・金曜日　
10時～正午、13時～15時
第１水曜日
13時～16時（予約制）

ふるさと再生課（☎22－1299）
または各支所市民相談員
ふるさと再生課（☎22－7438）
※登記相談は、いわき司法
　書士総合相談センター
　（☎0120－81－5539）でも
　受け付けています。
※労働相談は、労働基準監
　督署いわき総合労働相談
　コーナー（☎23－2255）、
　市労働福祉会館（☎24－
　2511）でも受け付けてい
　ます。
※法律相談は、法テラスふ
　たば（☎050－3381－380
　5）でも受け付けています。
　

月～金曜日
８時30分～17時15分
第２火曜日　
９時～正午
第３火曜日
10時～15時

第１・４火曜日　
10時～15時

第２・３・４水曜日
14時～16時30分（予約制）

第１・２・３・４木曜日
10時～15時
第２金曜日　10時～15時

月～金曜日　
９時～16時
月～金曜日　
９時～16時30分

月～金曜日
８時30分～17時

月～金曜日　
８時30分～17時15分

月～金曜日
８時30分～17時15分

月～金曜日
８時30分～17時15分

第２・３・４木曜日
14時～16時30分（予約制）

月～金曜日
８時30分～17時15分

月～金曜日
８時30分～正午、13時～17時
月～金曜日
８時30分～17時15分

弁護士

民生・児童委員

市社会福祉協議会
　　　　　（☎23－3320）

市社会福祉協議会
　　　　　（☎24－4850）

教育相談員、臨
床心理士

総合教育センター
　　　　　（☎22－3709）

総合教育センター
　　　　　（☎23－7261）

教育相談員

消費生活センター
　　　　　（☎22－0999） 

市民相談員

司法書士

行政書士

社会保険労務士

弁護士

税理士

行政相談委員

消費生活相談員

ふるさと再生課
職員

ふるさと再生課内生活再建
市民総合案内(☎22－1245）

国保年金課（☎22－7464）

保健所地域保健課
　　　　　（☎27－8557） 

保健所職員

弁護士、司法書
士

年金アドバイ
ザー

保健所内医療安全相談セン
ター（☎27－8556）
生活・就労支援センター
　　　　　（☎38－6500）
権利擁護・成年後見セン
ター（☎27－8571）

小名浜地区保健福祉セン
ター（☎54－2521）
内郷・好間・三和地区保健福
祉センター（☎27－8612）

各地区保健福祉センター

小名浜地区保健福祉セン
ター（☎54－2111）
内郷･好間･三和地区保健福
祉センター（☎27－8612）

女性相談員など

家庭相談員など

相談支援員、就
労支援員

母子・父子自立
支援員など

保健師

市に対する要望・意見や問い合
わせ、相談窓口の案内など

不動産の権利取得や変更に関す
る登記の申請・手続きなど

労務管理・労働条件などの問題
や、社会保険・年金の手続き

社会生活上のトラブルを解決す
るための法的アドバイス

官公署に提出する許認可などの
申請書類の作成や手続き

所得税・相続税・贈与税等の税
全般にかかる申告・納付など

被災者の生活再建等に関する問
い合わせ、支援制度の案内など

行政に対する要望・意見など

木曜日　
13時～16時（予約制）

交通相談員
自動車教習所員
保健師

交通事故の損害賠償や示談など　
運転能力への不安など
認知機能への不安など
消費者と事業者との契約トラブ
ルや多重債務問題など

国民年金全般

精神面・心の問題（うつ病・ひ
きこもり・アルコール・自殺な
ど）

母子父子寡婦福祉資金の貸し付
けなど

不登校や友人関係、子どもの養
育

離婚や夫などからの暴力、家庭
不和

医療に関する相談や情報提供な
ど
生活に困窮している方の生活全
般や就労など

高齢者・障がい者の権利侵害・
財産管理などの法的アドバイス

子どもの悩み（いじめ・友人関
係・不登校・進路・勉強など）、
保護者の悩み（子育て・教育・
しつけ・不登校・交友関係など）

子どもの行動面・学習面・不登
校などの悩み

日常生活の悩みごと

もめごとや悩みごとに対する法
律上の解決方法

相談内容
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○
除
染
対
策
の
柔
軟
で
効
率
的

　
な
組
織
体
制
を
構
築

　
学
校
等
の
教
育
施
設
や
公
園

等
に
保
管
さ
れ
て
い
た
除
去
土

壌
な
ど
の
仮
置
き
場
へ
の
集
約

の
完
了
に
伴
い
、
柔
軟
で
効
率

的
な
組
織
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
生
活
環
境
部
除
染
対
策
課

の
係
を
廃
止
し
ま
し
た
。

○
市
立
地
適
正
化
計
画
の
具
現

　
化
な
ど
を
推
進

　
第
二
次
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
将
来
都
市
像
で

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
目

指
す
市
立
地
適
正
化
計
画
の
具

現
化
を
図
る
た
め
、
都
市
建
設

部
都
市
計
画
課
に
「
都
市
再
生

係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宅
地
造
成
な
ど
の
開

発
行
為
や
建
築
行
為
の
確
認
・

審
査
窓
口
の
一
元
化
に
よ
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
開
発
行
為
に
関
す
る
事
務

を
都
市
計
画
課
か
ら
建
築
指
導

課
へ
移
管
し
「
開
発
審
査
係
」

を
新
設
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

建
築
指
導
課
の
審
査
係
を
「
建

築
審
査
係
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
住
ま
い
政
策
課
内

に
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き
家

等
を
活
用
し
た
住
宅
確
保
要
配

慮
者
へ
の
入
居
支
援
な
ど
、
総

合
的
な
民
間
住
宅
施
策
を
推
進

す
る
「
住
宅
計
画
係
」
と
、
空

家
等
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
た
所
有
者
の
特
定
や
、
適
正

管
理
に
向
け
た
継
続
的
な
助

言
・
指
導
な
ど
、
空
き
家
対
策

を
推
進
す
る
「
空
き
家
対
策

係
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
と
技
術
継
承
に
よ

り
組
織
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
総
務

課
に
「
人
材
育
成
・
防
災
力
向

上
担
当
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
三
年
度
に
迎
え

る
水
道
通
水
百
周
年
に
係
る
事

業
に
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
、

こ
れ
ら
の
事
務
を
担
う
「
広
報

情
報
係
」
を
経
営
企
画
課
か
ら

総
務
課
へ
移
管
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
施
設
総
合
整
備

計
画
や
次
期
経
営
計
画
の
策
定

な
ど
、
経
営
に
関
わ
る
事
務
事

業
に
集
中
的
、
戦
略
的
に
取
り

組
む
た
め
、
経
営
企
画
課
を

「
経
営
戦
略
課
」
に
改
称
し
ま

し
た
。
併
せ
て
、
予
算
の
編

成
・
執
行
・
決
算
に
一
体
的
に

取
り
組
む
た
め
、
財
政
係
に
総

務
課
出
納
係
を
統
合
し
、
名
称

を
「
財
務
係
」
に
改
称
し
ま
し

た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

市
長
事
務
部
局

水
道
局

○
お
問
い
合
わ
せ

　
職
員
課
行
政
管
理
係

　
☎
22
・
７
４
０
７

　
水
道
局
総
務
課
総
務
係

　
☎
22
・
９
３
１
２

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

４月
から

再編した市長事務部局の組織図

再編した水道局の組織図

都市建設部

水 道 局

都市計画課

総合交通対策担当

都市復興推進課

小名浜区画整理事務所

勿来区画整理事務所

建築指導課

住まい政策課

公園緑地課

総 務 課

経営戦略課

営 業 課

配 水 課

工 務 課

浄 水 課

南部工事事務所

景 観 係

計 画 係

都市再生係

指 導 係

建築審査係

開発審査係

住宅計画係

空き家対策係

総 務 係

広報情報係

管財契約係

人材育成・防災力
向上担当

工事検査担当

企 画 係

財 務 係



連
載
シ
リ
ー
ズ
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こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

「新型コロナウイルス」

52

絵
は
が
き
の
登
場
（
発
祥
期
）

　
は
が
き
は
「
葉
書
」
「
端
書
」
な
ど
と
表

記
し
ま
す
。
は
が
き
は
備
忘
録
や
メ
モ
書
き
、

覚
え
書
き
の
よ
う
に
書
き
付
け
た
紙
切
れ
な

ど
を
指
す
「
端
書
」
と
い
う
言
葉
に
由
来
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
絵
は
が
き
の
起
源
を
言
明
す
る
の
は
難
し

い
の
で
す
が
、
は
が
き
が
導
入
さ
れ
た
当
時
、

既
に
絵
と
文
章
を
組
み
合
わ
せ
た
形
式
は

人
々
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ
て
お
り
、
い
わ

ば
、
は
が
き
の
導
入
は
、
そ
れ
ま
で
曖
昧

だ
っ
た
絵
と
文
章
の
関
係
を
確
立
さ
せ
、
か

つ
広
め
る
と
い
う
点
で
格
好
の
手
段
と
な
り

得
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
郵
便
制
度
発
足
に
伴
い
、
明
治

六
（
一
八
七
三
）
年
十
二
月
に
郵
便
は
が
き

が
初
め
て
発
行
さ
れ
、
外
国
で
絵
は
が
き
が

流
行
し
た
の
を
受
け
て
、
明
治
三
十
三
（
一

九
〇
〇
）
年
に
、
私
製
は
が
き
の
発
行
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
官
製
絵
は
が
き
と
し
て
は

明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
六
月
に
、
逓

信
省
が
「
萬
國
郵
便
聯
合
加
盟
二
十
五
年
祝

典
記
念
」
に
発
行
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七―

二
十
八
年
・

一
八
九
四―

九
五
）
か
ら
導
入
さ
れ
た
、
郵

便
料
金
を
免
除
す
る
軍
事
郵
便
制
度
は
、
郵

便
制
度
の
普
及
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

戦
争
に
よ
り
遠
い
戦
地
へ
赴
く
、
あ
る
い
は

遠
方
の
師
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
人

的
交
流
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
印
刷
技

術
が
格
段
に
向
上
し
た
こ
と
も
あ
り
、
郵
便

で
近
況
を
伝
え
る
の
に
は
が
き
が
有
効
な
手

段
と
な
っ
た
の
で
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　
小
宅
幸
一
）

は
し
が
き

ば
ん
こ
く
ゆ
う
び
ん
れ
ん
ご
う

　明
治
時
代
に
誕
生
し
た
絵
は
が
き
は
、

新
聞
と
並
ん
で
、
重
要
な
情
報
伝
達
媒
体

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　今
月
号
か
ら
、
絵
は
が
き
に
残
る
当
時

の
風
景
な
ど
を
通
し
て
、
い
わ
き
の
歴
史

や
文
化
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症の広がりは今や
パンデミック（世界的大流行）となり、磐城
高校が出場予定だった春のセンバツも残念な
がら中止となりました。選手には夏の甲子園
を目指して、ぜひ頑張ってほしいと思います。
　市ではこれまで、感染拡大防止の観点から、
小・中学校の臨時休業や各種行事の中止・延
期・規模縮小、公共施設の休館・利用制限、
さらには備蓄用マスクの医療機関等への配布

など、その都度適切に対応してきました。３
月７日には、県内初となる感染症患者が本市
において確認されましたが、この方は「ダイ
ヤモンド・プリンセス号」を下船し、帰宅後
は保健所の健康フォローアップを受けていた
中で発症・陽性が判明したケースで、他者へ
の感染リスクは極めて低いと考えています。
　しかし、全国的に感染症患者が増加する中、
市民の皆さん一人一人がマスクの着用やせき
エチケット、手洗いの励行、さらには不特定
多数の方が集まる場を極力避けるなど、クラ
スター（感染者の集団）を作らないことが感
染拡大を防ぐことにつながります。
　市では、国や県を含む全ての関係機関と連
携を密にして、市民の皆さんの不安解消に努
めてまいりますので、ご協力をお願いします。

写真と絵を組み合わせた構図・「福島県第
４回農産物品評会」〔明治44（1911）年３
月　石城郡協賛会発行〕

絵
は
が
き
の

　中
の

　「い
わ
き
」

絵
は
が
き
の

　中
の

　「い
わ
き
」

Ｑ
　
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
二
月
に
は
全
国
的
に
珍
し
い
「
市
魚
食

の
推
進
に
関
す
る
条
例
（※

）
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
魚
食
を
さ
ら

に
Ｐ
Ｒ
し
、
市
と
漁
業
・
加
工
業
者
、
卸

売
・
小
売
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

水
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
例
え
ば
、
学
校
や
企
業
に
積
極
的
に
出

向
き
、
魚
の
知
識
や
お
ろ
し
方
の
教
室
を

開
催
す
る
ほ
か
、
魚
を
目
の
前
で
さ
ば
い

て
簡
単
な
料
理
を
作
る
実
演
販
売
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
魚
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
の
方
に
も
魚
の
お
い

し
さ
や
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
各
家
庭

で
週
に
一
回
は
、
食
卓
に
魚
料
理
が
並
ぶ

こ
と
を
目
標
に
、
魚
食
の
普
及
に
向
け
た

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
　
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
公
民
館
や
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
、

市
内
の
高
校
な
ど
に
出
向
き
、
魚
の
特
徴

や
お
ろ
し
方
、
簡
単
に
作
れ
る
魚
料
理
な

ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
講
座
で
お
い
し
い

魚
を
食
べ
れ
ば
、
興
味
を
持
っ
て
自
宅
で

も
作
っ
て
食
べ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
魚
の
プ
ロ
が
厳
選
し
た
鮮
度
の

良
い
旬
の
魚
を
食
材
に
使
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
魚
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。

　
何
と
い
っ
て
も
、
魚
に
は
旬
が
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
同
じ
魚
で
も
取
れ
る
時
期
に

よ
っ
て
脂
の
乗
り
が
異
な
り
、
味
が
変
わ

る
、
と
て
も
面
白
い
食
材
で
す
。
ま
た
、

魚
に
は
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
、
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
・

Ｄ
Ｈ
Ａ
）
な
ど
、
健
康
に
良
い
栄
養
素
が

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
団
体
を
設
立
し
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
の
沖
合
は
豊
か
な
漁
場
に
恵
ま

れ
、
い
わ
き
で
は
古
く
か
ら
魚
食
文
化
が

根
付
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
震
災
後
は
魚

の
水
揚
げ
が
で
き
な
く
な
り
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
魚
を
食
べ
て
み
る
と
、
今
ま
で

当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
い
わ
き

の
魚
の
味
を
思
い
出
し
、
改
め
て
「
い
わ

き
の
魚
は
う
め
え
な
ぁ
」
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
風
評
被
害
の
影
響
も
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
魚
離
れ
が
加
速
し
て
し
ま
う
、

と
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
か
ら
魚
食
の
普
及
活
動
に
本
格

的
に
関
心
を
持
ち
、
魚
の
魅
力
を
伝
え
る

「
お
さ
か
な
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
資
格
を
取

得
後
、
魚
食
普
及
の
活
動
に
賛
同
し
て
く

れ
た
卸
売
市
場
内
の
元
卸
、
仲
卸
な
ど
八

者
で
い
わ
き
魚
塾
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
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鈴木孝治さん
　いわき魚塾塾長。卸売市場内の業
者で構成される魚食普及団体として、
魚の魅力を楽しく伝えながら、魚食
文化やいわきの郷土食の継承などに
取り組んでいる。

市
民
の
ひ
ろ
ば

（※）「市魚食の推進に関する条例」について詳しくは、特集２・３ページをご覧ください

公民館の市民講座で大人気となっているいわ
き魚塾の講座

高校生に魚のおろし方を熱心に教えるメン
バーの皆さん

魚のおいしさ、魅力を伝えたい


